
ここから美術がはじまる点の前で立って、目を開けたら布団のなかで夢でした。

やかんに火をかけてお湯を沸かして髪を洗って髭剃って、

洗顔泡立ててお湯湧いて水筒に紅茶を淹れて、

着替えてバナナ食べてトイレ行って時計見て、

靴ひも結んで踏み出した、右足のその一歩が、美術がはじまる点だとしたら。


